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羅
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①
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鼠
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罵
灘
輪
お
㍗

は
じ
め
に

佐
　
藤

猛

　
フ
ラ
ン
ス
史
に
お
け
る
伝
統
的
な
時
代
区
分
は
、
一
五
世
紀
ま
で
を
中
世
、
一

六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
ま
で
を
近
世
と
し
て
お
り
、
一
四
∴
五
世
紀
を
中
世
か

ら
近
世
へ
の
「
過
渡
期
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
、
政
治

権
力
構
造
を
分
析
す
る
場
合
に
も
顕
著
に
現
れ
、
と
り
わ
け
一
四
・
一
五
世
紀
は

国
家
・
社
会
に
お
け
る
「
封
建
制
か
ら
絶
対
制
へ
の
移
行
期
」
と
認
識
さ
れ
て
き

た
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
移
行
期
」
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
国
争
を
問
題

と
す
る
時
に
は
、
王
権
主
導
に
よ
る
「
近
代
国
家
」
の
形
成
過
程
を
跡
付
け
る
こ

と
を
最
大
の
課
題
と
し
て
き
た
た
め
に
、
王
権
の
強
化
と
そ
れ
に
よ
る
封
建
的
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

族
権
力
の
打
破
と
い
う
側
面
に
研
究
の
重
点
を
置
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
…
三
～
一
六
世
紀
の
貴
族
と
王
権
と
の
関
係
を
扱
っ
た
本
書
は
、
か
か
る
近
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

国
家
形
成
史
に
対
す
る
鋭
い
批
判
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
著
者
は
、

こ
れ
ま
で
否
定
的
に
し
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
貴
族
の
活
動
を
積
極
的

に
評
価
し
、
（
｝
）
貴
族
身
分
の
多
様
性
、
（
二
）
国
王
の
政
策
決
定
に
対
す
る
貴

族
の
関
与
と
反
応
、
（
三
）
時
代
状
況
に
応
じ
て
変
化
す
る
王
権
行
使
の
様
々
な

局
面
、
と
い
う
三
つ
の
論
点
か
ら
の
考
察
を
本
書
の
課
題
と
し
て
い
る
。
著
者
に

よ
れ
ば
、
実
力
を
異
に
す
る
様
々
な
集
団
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
貴
族
身
分
は
、

国
王
の
集
権
化
政
策
に
対
抗
し
て
慣
習
的
・
伝
統
的
な
自
由
の
保
持
を
強
く
主
張

す
る
一
方
で
、
王
国
の
軍
事
・
司
法
・
行
政
機
構
の
大
部
分
を
依
然
と
し
て
占
め

て
い
た
。
ま
た
、
貴
族
は
た
び
た
び
生
じ
る
王
権
の
不
振
（
百
年
戦
争
、
王
位
継

承
問
題
、
シ
ャ
ル
ル
六
三
の
精
神
病
）
を
利
用
し
て
、
特
定
の
家
門
の
利
害
や
「
地

方
分
立
主
義
」
（
℃
O
零
一
〇
信
一
〇
ユ
ω
日
①
）
の
要
求
と
深
く
結
び
つ
き
、
国
王
の
統
制
か
ら
大

き
く
離
れ
る
に
到
っ
た
と
い
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
三
つ
の
論
点
は
、
官
僚
行
政
の
展
開
に
基
づ
く
王
権
の

絶
対
主
義
化
を
強
調
し
て
き
た
従
来
ま
で
の
一
三
～
一
六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
国
制

像
に
対
し
て
、
根
本
的
な
再
検
討
を
迫
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
本
書
は
こ
の
よ
う
な
観
点
の
下
に
、
ル
イ
九
商
民
か
ら
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
期
ま
で

の
約
三
〇
〇
年
に
及
ぶ
期
間
を
叙
述
し
て
い
る
。
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第第六序
章章章文

具
四
章

結
　
び

国
王
の
裁
判
と
税
（
一
二
五
九
頃
～
一
三
二
八
年
）

疑
惑
の
時
代
－
反
逆
の
強
迫
観
念
（
一
三
二
八
～
八
○
年
）

混
乱
の
時
代
、
シ
ャ
ル
ル
六
世
盛
か
ら
シ
ャ
ル
ル
七
紅
鱒
初
頭

（
＝
二
八
○
～
一
四
四
〇
年
）

不
信
の
時
代
（
↓
四
四
〇
～
一
五
三
〇
年
）

中
世
末
期
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
貴
族
身
分
と
王
政
秩
序
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本
書
に
お
い
て
、
著
者
は
以
下
に
挙
げ
る
二
つ
の
貴
族
の
活
動
を
と
り
わ
け
大

き
く
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
第
一
は
、
王
国
諸
機
構
へ
の
貴
族
の
参
入
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
＝
二
世
紀
以

降
、
貴
族
は
国
王
軍
（
常
備
軍
を
含
め
た
）
に
加
え
高
等
法
院
・
国
王
顧
問
会
・

会
計
検
査
院
・
バ
イ
イ
・
セ
ネ
シ
ャ
ル
な
ど
、
王
国
統
治
の
支
柱
と
も
言
う
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

中
央
・
地
方
諸
機
構
に
数
多
く
進
出
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
諸
機
構
に
参
入
す
る

こ
と
が
で
き
た
貴
族
は
、
そ
こ
で
の
官
職
を
世
襲
・
売
買
す
る
ば
か
り
か
、
王
国

レ
ベ
ル
の
政
策
決
定
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
家
門
や
地
方
の
利
害
に

即
し
た
利
益
を
最
大
限
に
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
到
っ

た
背
景
に
つ
い
て
、
著
者
は
主
に
貴
族
側
の
理
由
と
し
て
（
イ
）
経
済
的
理
由
、

（
ロ
）
名
誉
的
理
由
、
（
ハ
）
伝
統
的
騎
士
理
念
と
い
う
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
全
般
的
な
経
済
危
機
と
い
う
極
め
て
困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
い
た
貴
族

に
と
っ
て
、
増
大
す
る
王
国
諸
官
職
は
新
た
な
収
入
源
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会

的
上
昇
の
た
め
の
非
常
に
魅
力
的
な
手
段
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
貴
族
は
「
主
君
へ

の
奉
仕
」
（
ω
Φ
a
8
含
。
・
鉱
碧
①
ロ
O
と
い
う
騎
士
理
念
の
下
で
行
動
し
て
き
た
た
め
に
、

「
国
家
へ
の
奉
仕
」
（
o
弓
Φ
三
〇
Φ
α
①
一
博
0
け
O
け
）
と
い
う
新
た
な
義
務
に
も
、
個
々
の
利
益
を

優
先
し
つ
つ
順
応
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
第
一
の
点
は
、
＝
二
世
紀
以
降

に
お
け
る
貴
族
と
王
権
と
の
関
係
を
考
察
す
る
上
で
の
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
面
の
制
約
も
あ
る
た
め
、
紹
介
者
の
関
心
か
ら

第
二
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　
第
二
は
、
諸
侯
権
力
の
発
展
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
一
四
・
一
五
世
紀
の
諸
侯

権
力
は
王
権
伸
長
の
犠
牲
と
な
り
衰
退
し
て
し
ま
う
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
と
は
ま
っ

た
く
反
対
に
著
し
い
領
域
的
発
展
を
遂
げ
、
そ
こ
に
国
王
の
集
権
化
政
策
を
妨
げ

る
「
国
家
」
的
機
構
を
整
備
し
て
い
っ
た
（
「
諸
侯
国
家
」
）
。
さ
ら
に
諸
侯
は
、
王

権
に
敵
対
す
る
様
々
な
地
方
権
力
（
特
に
中
小
貴
族
）
を
自
己
の
「
国
家
」
の
保

護
下
に
置
く
と
同
時
に
、
三
部
会
や
国
王
顧
問
会
議
に
お
い
て
地
方
の
利
害
を
代

弁
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
「
地
方
分
立
主
義
」
を
積
極
的
に
擁
護
し
た
。
そ
の
た

め
、
こ
の
よ
う
な
「
諸
侯
国
家
」
の
発
展
を
跡
付
け
る
と
と
も
に
、
諸
侯
と
王
権

お
よ
び
中
小
貴
族
と
の
関
係
を
問
う
こ
と
は
、
貴
族
の
活
動
の
再
評
価
に
と
ど
ま

ら
ず
、
従
来
、
「
過
渡
期
」
ま
た
は
「
移
行
期
」
と
い
う
曖
昧
な
評
価
し
か
与
え

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
一
四
・
一
五
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
国
制
像
を
見
直
す
こ
と
に
も

通
じ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
ま
ず
、
一
に
お
い
て
「
諸
侯
権
力
の
発
展
」
を
本
書

に
即
し
て
概
観
す
る
。
次
に
、
二
に
お
い
て
は
、
諸
侯
が
独
特
の
役
割
を
果
た
し

た
一
四
・
一
五
世
紀
の
王
国
政
治
を
、
冒
頭
に
あ
げ
た
三
つ
の
論
点
に
即
し
て
整

理
す
る
こ
と
で
、
本
書
全
体
の
紹
介
に
か
え
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
『

　
一
四
世
紀
以
降
の
貴
族
は
、
＝
二
世
紀
の
過
程
で
格
段
に
強
化
さ
れ
た
王
権
に

よ
っ
て
、
全
国
・
地
方
三
部
会
の
第
二
身
分
と
し
て
召
集
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

一
括
り
に
貴
族
身
分
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
、
政
治
権
力
・
財
力
あ
る
い
は
利

害
な
ど
の
点
で
非
常
に
異
な
る
様
々
な
集
団
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
不

均
質
な
身
分
を
構
成
し
て
い
た
王
国
貴
族
の
な
か
に
お
い
て
、
諸
侯
の
権
力
・
実

力
は
抜
き
ん
出
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
三
世
紀
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
諸
侯
（
b
嵩
口
O
Φ
）
と
は
公
領
・
伯
領
・
副

伯
領
と
い
っ
た
「
称
号
付
き
封
土
」
曾
亀
け
貯
⑪
）
を
保
有
す
る
、
国
王
の
高
級
封
臣
を

一62一



介紹

指
し
て
い
た
。
諸
侯
の
封
土
は
し
ば
し
ば
大
封
土
（
四
〇
巳
凶
①
O
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ

う
に
、
彼
ら
は
広
大
な
領
域
に
そ
の
支
配
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
カ
ペ
i
家
に
よ
る
婚
姻
政
策
の
結
果
、
一
四
・
一
五
世
紀
の
大
半
の
諸
侯
は

王
家
と
の
密
接
な
血
縁
関
係
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
諸
侯
は
国
王
と
の

問
に
特
別
な
紐
帯
を
と
り
結
ん
で
い
た
た
め
に
、
王
国
レ
ベ
ル
の
政
策
決
定
に
対

し
て
も
多
大
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
支
配
す
る

広
大
な
所
領
は
大
諸
侯
領
（
旨
g
圃
9
三
〇
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
代
の
諸
侯

を
二
つ
の
類
型
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
…
は
、
一
三
世
紀
さ
ら
に
は
そ
れ
以
前
に
授
封
さ
れ
た
封
土
に
起
源
を
持
つ

諸
侯
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
・
ア
ル
ト
ワ
伯
・
ア
ル
マ
ニ
ャ
ッ
ク
伯
・
フ
ォ
ワ

伯
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
公
・
ブ
ル
ボ
ン
公
、
そ
し
て
、
ア
キ
テ
ー
ヌ
公
で
あ
る
と
同

時
に
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
公
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
王
の
封
臣
で
あ
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

王
な
ど
の
諸
侯
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
こ
れ
ら
の
諸
侯
は
「
四
世
紀
以
降
、
そ
の
支
配
領
域
を
著
し
く
拡
大
し
た
。
各

諸
侯
に
よ
っ
て
そ
の
規
模
は
異
な
る
も
の
の
、
彼
ら
は
戦
争
と
経
済
危
機
に
直
面

し
て
い
た
中
小
貴
族
か
ら
、
購
入
・
相
続
・
征
服
な
ど
に
よ
っ
て
多
く
の
領
地
を

獲
得
し
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
ブ
ル
ボ
ン
公
領
の
他
に
も
ク
レ
ル
モ
ン
伯
領
を
保

有
し
て
い
た
ブ
ル
ボ
ン
公
ル
イ
一
世
（
在
位
一
三
一
七
～
四
一
年
）
は
、
再
三
に

わ
た
る
相
続
権
の
・
王
張
に
よ
っ
て
フ
オ
レ
と
ボ
ジ
ョ
レ
ー
を
、
一
四
〇
〇
年
に
は

オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
公
領
を
も
家
領
に
併
合
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
諸
侯
は
国
王

が
行
っ
て
き
た
方
法
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
大
諸
侯
領
に
「
国
家
」
的
機
構
を
整
備

し
て
い
っ
た
。
な
か
で
も
、
ブ
ル
ボ
ン
公
領
お
よ
び
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
公
領
の
「
国

家
」
形
成
は
注
目
に
値
す
る
。
彼
ら
は
ま
ず
、
後
期
力
ぺ
1
王
朝
下
に
お
け
る
王

国
を
模
範
と
し
て
、
上
訴
制
や
公
専
決
事
件
と
い
っ
た
裁
判
制
度
を
導
入
し
、
領

内
の
中
小
貴
族
の
領
主
裁
判
権
を
制
限
・
統
制
し
よ
う
と
し
た
。
大
諸
侯
領
の
中

央
行
政
に
関
し
て
も
、
彼
ら
は
封
臣
や
親
族
が
構
成
す
る
顧
問
会
議
を
頻
繁
に
開

催
す
る
と
と
も
に
、
文
書
管
理
を
行
う
尚
書
局
や
財
政
を
監
督
す
る
会
計
検
査
院

を
創
設
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
諸
侯
の
役
人
も
大
幅
に
増
大
し
、
宮
廷
は
王
宮
と

匹
敵
す
る
ほ
ど
の
豪
華
奢
修
の
様
相
を
帯
び
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
以
上
、
ブ
ル

ボ
ン
国
家
お
よ
び
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
国
家
の
形
成
）
。
↓
方
、
そ
の
家
領
に
「
国
家
」

的
機
構
を
整
備
す
る
に
到
ら
な
か
っ
た
ア
ル
マ
ニ
ャ
ッ
ク
伯
や
フ
オ
ワ
伯
な
ど
の

南
仏
諸
侯
も
、
王
権
に
よ
る
再
三
の
禁
止
を
無
視
し
て
私
戦
を
行
い
、
貴
族
の
伝

統
的
な
自
由
を
保
持
し
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　
第
二
の
類
型
は
、
国
王
に
よ
る
ア
パ
ナ
ー
ジ
ュ
政
策
の
結
果
、
新
た
に
誕
生
し

た
諸
侯
で
あ
る
。
ア
パ
ナ
ー
ジ
ュ
（
「
国
王
親
族
封
」
8
窪
p
α
q
Φ
）
と
は
、
王
位
を

相
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
王
弟
が
、
王
家
の
内
紛
を
避
け
る
た
め
に
、
王
領
の

一
部
を
封
土
と
し
て
保
有
し
た
も
の
を
指
す
。
こ
れ
は
、
ル
イ
八
世
（
在
位
＝
一

二
三
～
二
六
年
）
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
王
権
が
、
↓
七
世
紀
末
に
至
る
ま
で
継
続
し

て
行
っ
て
き
た
政
策
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
ヴ
ァ
ロ
ワ
家
の
ジ
ャ
ン
丁
霊
が
設
定

し
た
ア
パ
ナ
ー
ジ
ユ
は
、
領
域
的
に
も
大
規
模
で
あ
り
、
国
王
は
次
王
シ
ャ
ル
ル

（
二
世
、
在
位
一
三
六
四
～
八
○
年
）
の
三
人
の
弟
に
数
多
く
の
諸
権
利
を
委
託

し
た
（
ジ
ャ
ン
ー
ポ
ワ
ト
ゥ
ー
虫
下
・
ペ
リ
ー
公
領
・
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
公
領
、

ル
イ
ー
ア
ン
ジ
ュ
i
公
領
・
メ
！
ヌ
伯
領
、
ブ
イ
リ
ッ
プ
ー
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公

領
）
。
さ
ら
に
国
王
ジ
ャ
ン
は
、
ア
パ
ナ
ー
ジ
ュ
は
男
子
相
続
人
が
欠
如
し
た
場

合
に
能
登
に
再
編
入
さ
れ
る
、
と
い
う
規
定
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
ア
パ
ナ
ー

ジ
ュ
政
策
に
新
し
い
意
味
を
付
与
し
た
。
百
年
戦
争
の
終
結
（
一
四
五
三
年
）
ま
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で
に
、
ヴ
ァ
ロ
ワ
王
家
の
ア
パ
ナ
ー
ジ
ュ
を
保
有
し
て
い
た
諸
侯
と
し
て
、
前
述

の
三
諸
侯
に
加
え
、
シ
ャ
ル
ル
五
盛
期
に
誕
生
し
た
オ
ル
レ
ア
ン
公
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
彼
ら
が
支
配
す
る
大
諸
侯
領
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
　
○
○
年
以

上
も
王
領
に
再
編
入
さ
れ
ず
に
、
自
律
的
な
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
諸
侯
も
ま
た
、
大
幅
な
家
領
拡
大
政
策
を
推
進
し
た
。
な
か
で
も
、

ア
ン
ジ
ュ
ー
公
ル
イ
と
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
そ
の
家
領
を
飛
躍
的
に

拡
大
し
た
。
メ
ー
ヌ
伯
で
も
あ
っ
た
ア
ン
ジ
ュ
ー
公
ル
イ
一
世
（
一
三
六
〇
～
八

四
年
）
は
、
＝
二
八
○
年
に
シ
チ
リ
ア
王
妃
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ド
・
ナ
ポ
リ
の
養
子
か

つ
相
続
人
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
女
の
死
後
、
ル
イ
は
シ
チ
リ
ア
王
位
お
よ

び
プ
ロ
ヴ
ア
ン
ス
伯
領
を
相
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
彼
の
息
子
ル

イ
ニ
世
が
フ
ラ
ン
ス
西
部
と
地
中
海
沿
岸
に
拡
が
る
こ
の
莫
大
な
所
領
を
継
承

し
、
ア
ン
ジ
ュ
ー
国
家
を
形
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ル
・
ア
ル
デ
イ
（
在
位
＝
二
六
〇
～
一
四
〇
四
年
）
は
フ
ラ
ン
ド

ル
向
自
の
女
相
続
人
で
あ
る
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
と
結
婚
し
て
い
た
た
め
に
、
彼
女
の

死
後
、
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
労
が
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
領
に
編
入
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

ブ
イ
リ
ッ
プ
を
継
い
だ
ジ
ャ
ン
・
サ
ン
・
プ
ー
ル
、
ブ
イ
リ
ッ
プ
・
ル
・
ボ
ン
な

ど
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
諸
公
も
、
ア
ル
ト
ワ
や
ブ
ラ
バ
ン
と
い
っ
た
低
地
地
方
を
そ

の
勢
力
下
に
置
い
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
家
領
を
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
ブ
ル

ゴ
ー
ニ
ュ
諸
公
は
、
百
年
戦
争
期
に
締
結
さ
れ
た
ト
ロ
ワ
の
和
約
（
一
四
二
〇

年
）
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
東
半
分
を
分
割
し
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
に
ま

た
が
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
強
の
公
国
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
（
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
国

家
）
。
ア
パ
ナ
ー
ジ
ュ
を
保
有
す
る
諸
侯
ら
は
、
王
国
バ
イ
イ
管
区
な
ど
の
従
来

ま
で
の
行
財
政
機
構
の
大
半
を
継
承
し
た
が
、
一
方
で
は
、
独
自
の
「
国
家
」
的

機
構
も
新
設
し
て
い
っ
た
。
ブ
ル
ボ
ン
公
や
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
公
と
同
様
に
、
彼
ら

も
ま
た
顧
問
会
議
・
尚
書
局
・
会
計
検
査
院
な
ど
の
中
央
行
政
機
構
を
整
備
し

　
る
レた
。
司
法
面
に
お
い
て
も
新
た
な
展
開
が
み
ら
れ
、
た
と
え
ば
、
ア
ン
ジ
ュ
ー
公

ル
イ
一
世
は
ア
ン
ジ
ュ
ー
の
三
ヵ
所
と
メ
！
ヌ
の
一
ヵ
所
に
お
い
て
定
期
巡
回
裁

判
集
会
（
〉
。
。
し
。
同
し
。
Φ
し
。
）
を
開
催
し
た
。
そ
の
後
、
彼
は
王
弟
ペ
リ
ー
公
ジ
ャ
ン
と
同
様

に
、
＝
二
七
七
年
置
公
領
内
の
上
訴
法
廷
で
あ
る
最
高
法
院
（
O
『
P
⇒
α
し
り
』
O
¢
り
し
り
）
を
保

持
す
る
権
利
を
シ
ャ
ル
ル
五
十
か
ら
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
二
つ
の
類
型
に
大
別
し
て
見
て
き
た
よ
う
に
、
広
大
な
領
域
を
支
配
す

る
諸
侯
に
よ
っ
て
、
王
国
諸
制
度
を
模
範
と
す
る
独
自
の
行
政
が
組
織
さ
れ
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ね

到
っ
た
大
諸
侯
領
は
、
「
諸
侯
国
家
」
律
二
言
ロ
。
δ
O
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
国
家
」
的
領
域
に
成
長
し
た
大
諸
侯
領
に
対
し
て
、
ヴ
ァ
ロ
ワ

王
権
は
有
効
な
介
入
を
ほ
と
ん
ど
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
司
法
面
に
お
い
て
最
も
顕
著
に
現
れ
る
。
王
権
は
＝
二
世
紀
以
降
行
っ
て
き

た
上
訴
と
国
王
専
決
事
件
の
手
続
き
に
よ
っ
て
、
諸
侯
の
裁
判
権
を
王
国
司
法
体

系
の
な
か
に
組
み
込
も
う
と
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
諸
侯
は
自
己
の
「
国
家
」

内
で
起
き
た
訴
訟
が
パ
リ
高
等
法
院
へ
上
訴
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
拒
絶
し
た
。
そ

れ
と
と
も
に
彼
ら
は
、
国
王
専
決
事
件
が
大
諸
侯
領
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
あ
く

ま
で
抵
抗
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
ま
た
財
政
面
に
お
い
て
も
、
国
王
は
大
諸
侯
領

の
領
民
か
ら
王
税
を
徴
集
す
る
場
合
に
は
、
次
章
で
見
る
よ
う
に
、
諸
侯
に
対
し

て
大
幅
な
優
遇
措
置
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
公

ジ
ャ
ン
四
世
（
在
位
一
三
九
九
～
一
四
四
二
年
）
は
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
教
会
に
対

し
て
国
王
が
保
持
し
て
い
た
聖
職
者
任
命
権
を
最
大
限
に
排
除
し
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
諸
侯
は
王
権
の
介
入
が
極
め
て
困
難
な
「
諸
侯
国
家
」
を
築
き

上
げ
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
に
王
国
内
「
国
家
」
を
形
成
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
王
権
が
著
し
い
不
振
に
陥
っ
た
一
四
世
紀
中
葉
か
ら
一

五
世
紀
前
半
は
、
諸
侯
お
よ
び
大
諸
侯
領
の
全
盛
期
で
も
あ
っ
た
。
著
者
は
、
諸

侯
権
力
が
独
特
の
発
展
を
遂
げ
た
一
四
・
㎝
五
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
王
国
を
、
「
多

中
心
の
フ
ラ
ン
ス
」
量
器
署
8
℃
o
客
①
量
ρ
虞
①
）
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。

　
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
中
葉
に
か
け
て
、
こ
れ
ら
の
大
諸
侯
領
は
王
権
に

よ
る
相
続
権
の
行
使
や
購
入
を
通
じ
て
王
領
に
編
入
さ
れ
る
か
、
ア
パ
ナ
ー
ジ
ユ

で
あ
っ
た
封
土
は
男
子
相
続
人
を
欠
き
王
国
に
復
帰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
編
入
・
復
帰
の
過
程
は
決
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
ま
た
、
大
諸
侯
領
が
王
領
に
編
入
さ
れ
た
後
に
お
い
て
も
、
国
王
に
よ
る

行
政
が
地
方
の
す
み
ず
み
に
わ
た
り
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
も
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
、

と
い
う
点
を
著
者
は
繰
り
返
し
指
摘
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
ポ
ワ
ト
ゥ
一
帯
領
・
ペ
リ
ー
公
領
・
オ
ー
ベ
ル
ニ
ュ
公
領
を
そ
れ
ぞ

れ
ア
パ
ナ
ー
ジ
ユ
と
し
て
保
有
し
て
い
た
王
弟
ジ
ャ
ン
は
、
男
子
相
続
人
を
残
さ

な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
三
封
土
は
王
制
に
再
編
入
さ
れ
る
べ
き
で

あ
っ
た
。
し
か
し
ジ
ャ
ン
は
、
オ
ー
ベ
ル
ニ
ュ
公
領
を
娘
マ
リ
ー
に
相
続
さ
せ
る

権
利
を
、
一
四
〇
〇
年
に
国
王
シ
ャ
ル
ル
六
世
（
在
位
＝
二
八
○
～
一
四
二
二

年
）
か
ら
取
得
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
マ
リ
ー
は
ブ
ル
ボ
ン
公
ジ
ャ
ン
一
世
と
結

婚
し
た
た
め
に
、
オ
ー
ベ
ル
ニ
ュ
公
領
は
ブ
ル
ボ
ン
国
家
に
併
合
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の
代
償
と
し
て
、
ブ
ル
ボ
ン
公
の
家
領
で
あ
っ
た
ブ
ル

ボ
ン
公
領
と
ク
レ
ル
モ
ン
伯
領
が
、
新
た
に
ア
パ
ナ
ー
ジ
ュ
と
し
て
設
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
が
保
有
し
て
い
た
ア
パ

ナ
ー
ジ
ュ
は
、
公
の
親
族
の
間
で
分
割
・
譲
渡
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
王

権
が
こ
の
よ
う
な
錯
綜
し
た
状
況
下
に
あ
っ
た
ア
パ
ナ
ー
ジ
ュ
を
王
国
に
復
帰
さ

せ
る
に
は
、
長
い
年
月
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
男

子
相
続
人
が
不
在
と
な
っ
た
直
後
に
、
ア
パ
ナ
ー
ジ
ュ
で
あ
っ
た
封
土
の
す
べ
て

が
王
領
に
再
編
入
さ
れ
る
と
も
限
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
諸
侯
が
整
備
し
た
行
政
機
構
は
、
王
領
に
編
入
さ
れ
た
後
、
王
国
の
地

方
行
政
と
し
て
そ
の
ま
ま
の
形
で
継
承
さ
れ
る
場
合
が
大
半
で
あ
っ
た
。
ま
た
国

王
は
、
大
諸
侯
馬
下
で
中
小
貴
族
や
都
市
が
享
受
し
て
い
た
慣
習
的
権
利
や
都
市

特
権
を
、
大
部
分
承
認
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
一
六
世
紀
以
降
の
フ

ラ
ン
ス
王
権
は
大
諸
侯
領
ご
と
に
非
常
に
多
様
な
政
治
構
造
を
、
王
国
の
地
域
的

多
様
性
と
い
う
形
で
受
け
継
い
で
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
四
・
一
五
世
紀
の
諸
侯
権
力
は
領
域
的
拡
張
と
行
政
機
構

の
整
備
と
い
う
二
つ
の
点
に
お
い
て
、
大
き
な
発
展
を
遂
げ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
結
果
形
成
さ
れ
た
「
諸
侯
国
家
」
は
後
の
王
国
地
方
行
政
の
直
接
的
な
母
体

と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
四
～
一
人
世
紀
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
国
制
の
変

容
を
考
察
す
る
上
で
、
一
四
・
一
五
世
紀
に
お
け
る
諸
侯
の
活
動
を
決
し
て
軽
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
侯
権
力
は
実
際
の
王
国
政
治
の
展
開
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
主
に
王
権
、
諸
侯

と
中
小
貴
族
の
三
者
の
関
係
を
軸
と
し
て
、
王
権
が
著
し
い
不
振
に
陥
っ
た
　

四
・
一
五
世
紀
の
王
国
政
治
を
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

一65一



西洋史論集

　
　
　
二

　
一
四
世
紀
中
葉
～
後
半
に
か
け
て
、
そ
れ
ま
で
漸
次
的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た

フ
ラ
ン
ス
王
権
は
深
刻
な
不
振
に
陥
っ
た
。
そ
の
原
因
は
英
仏
百
年
戦
争
に
お
け

る
二
度
の
大
敗
（
＝
二
四
六
年
ク
レ
シ
ー
、
二
二
五
六
年
ポ
ワ
テ
ィ
エ
）
と
王
位

継
承
問
題
に
あ
っ
た
。
カ
ペ
ー
家
最
後
の
国
王
で
あ
っ
た
シ
ャ
ル
ル
二
世
が
男
子

の
相
続
人
を
残
さ
ず
に
死
去
し
た
た
め
、
彼
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
ヴ
ァ
ロ
ワ
家
の

フ
ィ
リ
ッ
プ
六
世
（
在
位
一
三
二
八
～
八
○
年
）
が
王
位
を
相
続
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
シ
ャ
ル
ル
の
妹
イ
ザ
ベ
ル
の
夫
で
あ
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王

エ
ド
ワ
ー
ド
ニ
世
の
長
男
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
が
フ
ラ
ン
ス
王
位
を
要
求
し
た
。
こ

の
要
求
に
対
し
て
、
王
位
は
男
系
の
み
を
通
じ
て
相
続
さ
れ
る
と
い
う
原
則
か

ら
、
ブ
イ
リ
ッ
プ
は
王
位
継
承
権
を
確
保
し
た
も
の
の
、
こ
の
継
承
問
題
の
過
程

で
、
ヴ
ァ
ロ
ワ
家
は
血
統
の
正
統
性
と
い
う
支
配
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
に
、
大

き
な
疑
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ヴ
ァ
ロ
ワ
王
朝
の
動
揺
に
乗
じ
て
、
王
権
の
伸
長
と
経
済
の
全
般

的
危
機
に
よ
り
困
難
に
立
た
さ
れ
て
い
た
貴
族
は
、
国
王
の
統
制
を
大
き
く
離
れ

た
様
々
な
行
動
を
と
る
に
到
っ
た
。
ま
ず
、
封
臣
と
し
て
国
王
に
仕
え
て
き
た
中

小
貴
族
の
な
か
に
は
、
国
王
と
敵
対
す
る
諸
侯
に
新
た
に
忠
誠
を
誓
い
、
そ
の
保

護
下
に
入
る
者
が
多
く
見
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、
以
前
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の

密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
や
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
に
お
い
て
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
の
勢
力
と
強
く
結
び
つ
く
貴
族
が
現
れ
た
。
彼
ら
は
ク
レ
シ
ー

の
戦
い
に
お
い
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
軍
側
で
参
戦
し
、
軍
役
の
み
な
ら
ず
城
砦
を
も

提
供
し
て
い
た
。
王
国
貴
族
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
王
権
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
離
反
傾

向
は
、
諸
侯
レ
ベ
ル
に
お
い
て
い
っ
そ
う
明
瞭
に
現
れ
た
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス

大
元
帥
（
8
コ
融
δ
げ
互
と
し
て
国
王
軍
の
指
揮
権
を
握
っ
て
い
た
ユ
ー
伯
ラ
ゥ
ル
・

ド
・
ブ
リ
ア
ン
ヌ
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
王
の
み
な
ら
ず
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

王
の
封
臣
で
も
あ
っ
た
伯
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
と
個
別
に
交
渉
し
、
エ
ド
ワ
ー
ド

の
フ
ラ
ン
ス
王
位
へ
の
推
薦
と
戦
略
拠
点
と
な
る
城
砦
の
売
却
を
約
束
し
て
い
た
。

ア
ル
マ
ニ
ャ
ッ
ク
伯
や
フ
オ
ワ
伯
な
ど
の
南
仏
諸
侯
も
、
百
年
戦
争
期
に
お
い
て
英

仏
両
目
に
忠
誠
を
誓
い
、
そ
の
属
す
陣
営
を
家
門
の
利
益
と
な
る
よ
う
に
時
々
の
状

況
に
応
じ
て
選
択
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
（
「
二
股
政
策
ご
8
①
乙
。
ロ
三
。
う
」
雲
）
。

　
ま
た
、
王
権
が
不
振
に
陥
っ
た
こ
の
時
代
に
は
、
一
三
世
紀
に
お
け
る
王
権
の

飛
躍
的
な
伸
長
に
対
す
る
反
動
と
し
て
、
王
国
か
ら
の
自
律
性
を
志
向
す
る
「
地

方
分
立
主
義
」
が
激
し
く
台
頭
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
各
地
の
貴
族
も
こ
の
動
き
と
密

接
に
結
び
つ
き
、
地
方
三
部
会
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
「
古
き
良
き
慣
習
」
の

名
の
下
に
国
王
の
政
策
に
根
強
く
抵
抗
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
王
が
課

税
の
同
意
を
得
る
た
め
に
論
集
す
る
全
国
・
地
方
三
部
会
は
、
こ
れ
以
後
、
三
身

分
に
よ
る
地
方
特
権
擁
護
の
機
関
と
い
う
性
格
を
強
く
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
こ
う
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
方
割
拠
が
最
高
潮
に
達
し
た
の
は
、
一
三
五
六
年

～
五
八
年
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
全
国
三
部
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
パ
リ
の
商

人
頭
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
マ
ル
セ
ル
と
ナ
ヴ
ァ
ー
ル
王
シ
ャ
ル
ル
が
率
い
る
三
身
分

は
、
こ
の
議
会
に
お
い
て
、
国
王
役
人
の
権
力
濫
用
と
不
正
を
糾
弾
す
る
と
と
も

に
、
王
国
を
聖
王
ル
イ
（
在
位
一
二
二
六
～
七
〇
年
）
の
時
代
の
「
古
き
良
き
状

態
」
へ
回
帰
さ
せ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
王
国
改
革
計
画
を
議
題
に
上
ら
せ
た
の

で
あ
る
（
「
パ
リ
の
革
命
」
）
。
こ
の
よ
う
な
「
地
方
分
立
主
義
」
の
最
大
の
擁
護

者
と
な
っ
た
の
は
、
当
時
、
大
諸
侯
領
の
自
律
性
を
確
保
せ
ん
と
し
て
い
た
諸
侯

で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
地
方
三
部
会
の
よ
り
頻
繁
な
開
催
を
国
王
に
要
求
す
る
と
と
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も
に
、
王
権
に
対
抗
す
る
多
く
の
地
方
貴
族
を
自
ら
の
保
護
下
に
置
こ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
深
刻
な
不
振
に
直
面
し
た
ヴ
ァ
ロ
ワ
王
権
は
、
忠
誠
義
務
違
反

を
犯
し
た
一
部
の
貴
族
に
対
し
て
、
裁
判
抜
き
の
処
刑
や
財
産
没
収
と
い
っ
た
厳

格
な
処
罰
を
科
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
国
王
は
軍
役
義
務
を
果
た

し
た
封
臣
に
給
金
を
与
え
た
り
、
ま
た
、
貴
族
の
免
税
特
権
を
徐
々
に
普
及
す
る

な
ど
、
貴
族
を
優
遇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
不
振
を
打
開
し
よ
う
と
も
し
た
。

国
王
ジ
ヤ
ン
ニ
世
に
よ
る
勲
賞
騎
士
団
（
（
）
り
位
憎
Φ
Ω
①
同
鳩
国
け
O
口
Φ
）
の
創
設
（
＝
二
五
一

年
）
も
ま
た
、
貴
族
の
忠
誠
心
を
復
活
さ
せ
る
た
め
の
試
み
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

王
権
は
、
王
国
の
分
裂
に
つ
な
が
る
「
地
方
分
立
主
義
」
の
台
頭
を
い
く
つ
か
の

特
殊
な
政
策
に
よ
っ
て
抑
制
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
国
王
ジ
ャ

ン
挙
世
に
よ
る
諸
政
策
が
注
目
に
値
す
る
。
ジ
ャ
ン
ニ
世
は
、
パ
リ
か
ら
で
は
国

王
の
統
制
が
十
分
に
は
行
き
屈
か
な
い
い
く
つ
か
の
地
方
に
ア
パ
ナ
ー
ジ
ュ
を
設

定
し
た
。
こ
れ
は
、
各
地
方
に
対
す
る
国
王
の
支
配
権
を
、
封
土
と
い
う
形
で
王

弟
に
委
託
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
方
の
慣
習
的
自
律
性
を
あ
る
程
度
は
容
認
し

つ
つ
も
、
他
面
、
男
子
相
続
人
が
欠
如
し
た
場
合
は
王
領
に
再
編
入
す
る
と
い
う

条
件
を
明
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
委
託
し
た
封
土
を
あ
く
ま
で
王
権
に
繋
ぎ
止

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
次
王
シ
ャ
ル
ル
五
世
も
、
こ
の
よ
う

な
「
地
方
政
策
」
と
し
て
の
ア
パ
ナ
ー
ジ
ュ
政
策
を
継
承
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
国
王
は
「
地
方
分
立
主
義
」
最
大
の
擁
護
者
で
あ
っ
た
諸
侯
に
多
額

の
年
金
を
支
給
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
ジ
ャ
ン
世
世
は
大
諸
侯
領
の
領
民
に
課

税
を
行
う
時
、
徴
税
額
の
四
分
の
一
か
ら
三
分
の
一
を
そ
の
諸
侯
に
分
配
す
る
と

い
う
条
件
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
税
の
承
認
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
政
策
の
成
果
は
、
シ
ャ
ル
ル
薫
製
の
治
世
後
半
期
に
お
い
て
徐
々
に

現
れ
て
き
た
。
シ
ャ
ル
ル
の
宮
廷
に
は
、
大
部
分
が
国
王
に
忠
実
な
中
小
貴
族
か

ら
構
成
さ
れ
る
マ
ル
ム
ゼ
（
ζ
p
§
。
仁
ω
8
と
呼
ば
れ
た
国
王
顧
問
官
た
ち
が
結
集

し
た
。
こ
う
し
て
、
マ
ル
ム
ゼ
の
一
人
で
あ
っ
た
ベ
ル
ト
ラ
ン
・
デ
ユ
・
ゲ
ク
ラ

ン
が
率
い
た
再
征
軍
扇
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
の
大
陸
所
領
の
奪
回
に
成
功
し
た

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
＝
二
七
〇
年
代
に
お
い
て
そ
の
安
定
を
取
り
戻
し
た
か
に
み
え

た
ヴ
ア
ロ
ワ
王
権
で
あ
っ
た
が
、
次
王
シ
ャ
ル
ル
六
魚
期
に
は
＝
二
～
一
六
世
紀

を
通
じ
て
最
大
の
危
機
を
経
験
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
シ
ャ
ル

ル
六
世
は
一
三
九
二
年
に
狂
気
の
精
神
病
に
襲
わ
れ
、
統
治
不
能
に
陥
っ
て
し

ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
旧
来
か
ら
の
諸
侯
に
加
え
、
ジ
ャ
ン
ニ
世
期

に
お
い
て
新
た
に
誕
生
し
た
諸
侯
が
王
国
政
治
を
支
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ

ま
り
、
ジ
ャ
ン
ニ
世
以
降
行
わ
れ
て
き
た
「
地
方
政
策
」
と
し
て
の
ア
パ
ナ
ー

ジ
ュ
政
策
は
、
予
期
せ
ぬ
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
諸
侯
ら
は
シ
ャ
ル
ル
五
官
期
に
活
躍
し
た
マ
ル
ム
ゼ
を
王
宮
か
ら
追
放
し
、
王

国
最
高
の
政
策
決
定
機
関
で
あ
る
国
王
顧
問
会
を
意
の
ま
ま
に
操
っ
た
。
例
え

ば
、
諸
侯
は
王
宮
の
様
々
な
役
職
や
高
等
法
院
の
司
法
官
職
な
ど
に
、
自
ら
の
旧

臣
や
親
族
を
数
多
く
任
命
し
た
。
王
国
の
地
方
行
政
の
要
で
あ
る
バ
イ
イ
と
セ
ネ

シ
ャ
ル
の
選
任
に
関
し
て
も
、
諸
侯
間
の
み
で
の
協
議
が
行
わ
れ
、
彼
ら
は
自
ら

の
大
諸
侯
領
の
境
界
付
近
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
封
臣
や
近
親
者
を
配
置
し
よ
う
と
し

た
。
さ
ら
に
、
諸
侯
は
王
国
財
政
を
も
そ
の
監
督
下
に
置
こ
う
と
し
た
。
と
り
わ

け
、
彼
ら
は
種
々
の
年
金
を
大
幅
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
大
隅
感
心
に
対
す
る

国
王
の
課
税
を
承
認
す
る
代
償
と
し
て
行
わ
れ
る
優
遇
措
置
を
最
大
限
に
利
用
し
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た
。
こ
う
し
て
、
シ
ャ
ル
ル
六
世
の
叔
父
で
あ
る
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
ブ
イ
リ
ッ
プ

や
同
じ
く
叔
父
で
あ
っ
た
ル
イ
を
継
承
し
た
ア
ン
ジ
ュ
ー
公
ル
イ
ニ
世
は
、
国
王

の
名
で
公
領
に
課
さ
れ
た
援
助
金
（
。
・
昌
。
り
雀
Φ
）
や
塩
税
（
σ
q
p
げ
巴
Φ
）
な
ど
の
王
税
の
ほ
ぼ

全
額
を
確
保
す
る
に
到
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
国
王
顧
問
会
を
支
配
し
た
諸
侯
は

国
王
の
実
質
的
不
在
と
い
う
異
常
事
態
を
利
用
し
て
、
王
国
の
行
財
政
に
多
大
な

影
響
力
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
中
小
貴
族
は
そ
の
支
配
権
の
正
当
性
を
最
終
的
に
証
明
す
る
最
高
封
主

口
王
権
の
欠
如
と
い
う
状
況
下
で
、
進
ん
で
諸
侯
の
保
護
を
求
め
て
い
っ
た
。
諸

侯
も
ま
た
、
国
王
の
政
策
を
モ
デ
ル
と
し
て
多
く
の
中
小
貴
族
を
そ
の
庇
護
下
に

引
き
つ
け
よ
う
と
し
た
。
諸
侯
は
自
ら
と
国
王
の
双
方
に
忠
誠
を
誓
っ
て
い
た
貴

族
に
年
金
を
支
給
し
た
り
、
奉
仕
の
見
返
り
に
給
金
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
結
び
つ
き
を
↓
層
強
め
よ
う
と
し
た
。
諸
侯
の
中
に
は
、
俸
給
制
の
騎
士
団

を
創
設
す
る
者
も
現
れ
た
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
「
地
方
分
立
主
義
」
の
擁
護
者
を

自
任
す
る
よ
う
に
な
っ
た
諸
侯
は
、
多
く
の
貴
族
を
そ
の
保
護
下
に
置
く
と
と
も

に
、
王
国
・
王
権
か
ら
の
自
律
を
志
向
す
る
強
大
な
大
諸
侯
領
目
「
諸
侯
国
家
」

を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
】
四
世
紀
中
葉
か
ら
一
五
世
紀
中
葉
に
か
け
て
の
ヴ
ァ
ロ
ワ

王
権
は
、
百
年
戦
争
で
の
大
敗
、
王
位
継
承
問
題
、
さ
ら
に
は
シ
ャ
ル
ル
六
夢
の

精
神
病
な
ど
の
原
因
に
よ
っ
て
、
著
し
い
不
振
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

結
果
、
王
国
貴
族
が
国
王
の
統
制
か
ら
大
き
く
離
反
し
て
い
く
と
と
も
に
、
フ
ラ

ン
ス
各
地
に
お
い
て
「
地
方
分
立
主
義
」
が
激
し
く
台
頭
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
な
か
で
、
諸
侯
は
中
小
貴
族
を
積
極
的
に
自
己
の
「
国
家
」
の
保
護
下
に
置

き
、
「
地
方
分
立
主
義
」
を
強
く
擁
護
す
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

結
び

　
以
上
、
冒
頭
で
述
べ
た
三
つ
の
論
点
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
著
者
は
王
権
が

主
導
す
る
「
近
代
国
家
」
の
形
成
を
追
求
す
る
立
場
に
対
し
て
、
封
建
貴
族
に
よ
る

伝
統
的
・
慣
習
的
自
由
の
保
持
、
な
ら
び
に
、
国
王
の
統
制
か
ら
逸
脱
し
た
様
々
な

行
動
を
再
評
価
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
本
紹
介
に
お
い
て
中
心

的
に
取
り
上
げ
た
「
諸
侯
国
家
」
の
発
展
と
「
地
方
分
立
主
義
」
の
台
頭
と
い
う

二
つ
の
問
題
の
な
か
に
、
一
四
・
一
五
世
紀
に
お
け
る
貴
族
と
王
権
の
独
特
の
関

係
を
見
出
し
た
点
が
本
書
の
最
大
の
特
色
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
我
が
国
の
フ
ラ
ン
ス
史
研
究
に
お
い
て
も
、
絶
対
王
政
に
対
す
る
伝
統
的
な
理

解
が
根
本
的
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
「
絶
対
主
義
国
家
」
は
表
面
的
に
は
中
央
集

権
的
な
国
家
体
制
を
と
り
な
が
ら
も
、
そ
の
内
部
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
社
会

構
造
に
強
く
規
定
さ
れ
、
王
権
は
諸
社
会
集
団
の
自
由
を
容
認
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
初
め
て
そ
の
支
配
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
国
王

に
よ
る
集
権
化
政
策
ま
た
は
官
僚
行
政
に
よ
る
王
権
の
一
元
的
支
配
と
い
っ
た
角

度
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
に
お
け
る
政
治
権
力
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ね

造
の
分
析
に
は
も
は
や
適
合
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う

な
研
究
動
向
は
、
官
僚
制
的
近
代
国
家
へ
の
「
過
渡
期
」
ま
た
は
「
移
行
期
」
と
捉

え
ら
れ
て
き
た
一
四
・
一
五
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
国
制
に
関
し
て
も
、
新
た
な
そ
し
て

多
様
な
観
点
か
ら
、
従
来
の
理
解
を
再
検
討
す
る
必
要
性
を
強
く
喚
起
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
貴
族
の
活
動
の
再
評
価
と
い
う
全
体
的
な
視
点
の
下

で
、
王
権
と
諸
侯
の
様
々
な
関
係
、
な
ら
び
に
、
大
諸
侯
領
の
「
国
家
」
的
発
展

と
い
う
点
に
重
心
を
置
い
た
本
書
は
、
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
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介紹

こ
で
示
さ
れ
た
「
諸
侯
国
家
」
と
「
地
方
分
立
主
義
」
の
問
題
は
、
革
命
前
夜
さ

ら
に
は
現
代
に
至
る
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
を
特
徴
付
け
る
「
地
域
的
多
様
性
」
を
議

論
す
る
上
で
の
重
要
な
観
点
を
含
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
は
一
四
二

五
世
紀
の
国
乱
と
い
う
枠
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
い
射
程
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。

註
（
1
V
こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
木
村
尚
三
郎
「
フ
ラ
ン
ス
封
建
王

　
政
、
そ
の
確
立
過
程
、
帰
結
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
六
四
編
第
一
〇
号
、
一
九
五
五
年
）
、
同

　
「
フ
ラ
ン
ス
封
建
王
政
の
時
代
的
下
限
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
六
五
編
第
三
号
、
一
九
五
六
年
）
、

　
同
「
古
典
的
封
建
制
か
ら
絶
対
制
へ
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
第
二
四
〇
号
、
㎝
九
六
〇
年
〉
。
ま

　
た
、
こ
れ
と
は
力
点
を
異
に
す
る
が
、
「
国
家
権
力
」
お
よ
び
王
権
の
発
展
過
程
を
段
階
的

　
に
捉
え
る
立
場
か
ら
は
、
一
四
・
一
五
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
「
身
分
制
国
家
」
（
等
族
王
政
）

　
の
段
階
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
堀
米
庸
三
『
西
洋

　
中
世
世
界
の
崩
壊
』
（
岩
波
全
書
、
一
九
五
八
年
）
、
高
橋
清
徳
「
補
論
／
フ
ラ
ン
ス
〈
身
分

　
制
国
家
〉
論
」
（
『
中
世
史
講
座
5
』
学
生
社
、
】
九
八
五
年
）
、
そ
の
他
、
高
橋
氏
の
身
分

　
制
議
会
に
関
す
る
諸
論
文
。

（
2
）
著
者
で
あ
る
キ
ャ
ロ
ン
女
史
は
、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
・
リ
ー
ル
第
三
大
学
の
名
誉

　
教
授
（
冒
。
け
ω
ω
①
葭
隠
田
σ
睡
①
）
。
主
要
著
書
と
し
て
は
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
貴
族
を
扱
っ
た
研

　
究
、
ト
置
き
ミ
禽
題
乱
§
肋
に
§
簿
軸
笹
鳴
b
聯
ミ
礎
。
偽
ミ
貸
富
盛
ミ
§
寒
望
§
誌
石
馬
k
恥
N
摯

　
N
薩
N
ド
竃
ρ
罵
。
。
刈
が
あ
る
。
ま
た
、
著
者
は
フ
ラ
ン
ス
内
外
で
行
わ
れ
た
多
数
の
シ
ン
ポ
ジ

　
ウ
ム
に
参
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
↓
九
八
四
年
以
降
フ
ラ
ン
ス
の
国
立
科
学

　
研
究
セ
ン
タ
ー
（
C
N
R
S
）
が
提
起
し
て
い
る
『
近
代
国
家
の
生
成
（
ぴ
Q
自
計
①
留
濁
馨

　
碧
。
島
①
§
①
）
』
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
著
者
は
そ
の
第
七
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
国
家
と
貴

　
族
制
　
　
一
二
～
一
七
世
紀
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
』
（
一

　
九
八
六
年
）
に
お
い
て
報
告
を
行
っ
て
い
る
（
寓
．
吋
罫
0
巽
o
P
ド
鋤
臨
激
曄
⑩
臼
コ
ω
冨
臣
。
匿
①
ω
ω
①

　
9
琶
碧
。
目
。
帥
冨
響
曾
詫
。
閤
団
露
㊦
㌔
ド
O
自
薯
ヨ
①
（
繊
・
ζ
鳳
§
籍
醇
烏
勢
貯
暑
融
輿
鳶
．
－

　
録
防
藝
ぎ
醤
毫
欝
墨
ぎ
毯
魯
津
①
。
。
ω
①
ω
伍
①
一
団
8
δ
団
8
暑
巴
①
ω
后
蝕
。
§
仙
Φ
Q
。
⑫
）
。

（
3
）
我
が
国
に
お
い
て
も
、
こ
の
時
代
の
国
王
軍
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
、
シ
ャ
ル
ル
七
声
が

　
　
一
四
四
五
年
に
創
設
し
た
常
備
軍
で
あ
る
勅
令
隊
（
o
o
居
鋤
讐
①
ω
侮
。
三
二
欝
潟
①
）
を
取
り
上

　
げ
た
佐
藤
賢
「
二
五
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
勅
令
隊
一
「
軍
事
社
会
」
論
を
め

　
ぐ
っ
て
一
」
（
東
北
史
学
三
編
『
歴
史
』
第
七
九
輯
、
一
九
九
二
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ

　
れ
ば
、
勅
令
隊
に
お
け
る
多
く
の
軍
事
官
職
は
高
級
貴
族
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
そ
の
兵
士

　
の
大
部
分
は
中
小
貴
族
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
佐
藤
氏
は
、
国
王
の
勅
令
隊
は

　
貴
族
の
支
配
す
る
軍
隊
で
あ
り
、
必
然
的
に
そ
れ
が
行
う
戦
争
も
し
ば
し
ば
国
王
の
統
制
が

　
及
ば
な
い
玉
国
貴
族
の
利
害
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
点
を
強
調
し
て
い
る
。

（
4
）
我
が
国
に
お
い
て
も
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
国
家
の
財
政
政
策
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
、
畑
奈

　
保
美
「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
時
代
初
期
（
一
四
世
紀
末
一
一
五
世
紀
初
頭
）
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ド

　
ル
猛
者
会
議
」
（
『
西
洋
史
研
究
』
新
羅
第
二
三
号
、
一
九
九
四
年
）
、
同
「
一
四
〇
八
年
フ

　
ラ
ン
ド
ル
に
お
け
る
租
税
割
当
比
率
の
改
定
」
（
東
北
史
学
煽
動
『
歴
史
』
第
八
七
輯
、
一

　
九
九
七
年
）
が
あ
る
。

（
5
）
　
一
四
・
一
五
世
紀
の
諸
侯
が
王
国
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
そ
の
家
領
に
「
国
家
」
的
機
構
を

　
整
備
し
て
い
た
と
い
う
点
は
、
フ
ラ
ン
ス
史
学
に
お
い
て
は
、
本
書
の
刊
行
以
前
か
ら
指
摘

　
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
諸
侯
権
力
の
発
展
に
い
ち
早
く
注
目
す
る

　
と
と
も
に
、
「
諸
侯
国
家
」
と
い
う
概
念
を
積
極
的
に
用
い
て
い
る
研
究
者
の
一
人
と
し
て
、

　
A
．
ル
ゲ
の
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
》
轡
⑦
ぴ
q
轟
㌍
ド
①
ω
《
蜂
緯
ω
》
唱
懸
爪
9
簿
ω
①
嵩

　
津
§
8
帥
幽
幽
昌
曾
竃
。
団
g
》
Φ
q
o
秘
醤
§
N
画
§
§
ぎ
蕊
魯
鳳
§
ミ
妹
ミ
皆
醤
斜
鷺
こ
貸
無
ミ
貯

　
鞘
§
§
§
韓
ミ
§
3
お
①
野
山
・
如
。
鴇
露
①
①
ε
臥
鴇
凶
醤
鴛
σ
雪
閏
鑓
屋
①
無
類
圏
く
。
画
く
，
，
ω
δ
島
①
。
。
”

　
一
。
曾
。
一
露
鼠
自
号
一
①
霞
ω
冨
や
”
o
号
し
。
器
8
舞
ω
儀
。
訂
σ
Q
儒
窯
触
。
紆
O
①
艮
》
器
ト
恥
誉
§

　
癒
憎
お
繊
セ
。
と
。

（
6
）
「
絶
対
王
政
像
の
再
検
討
」
に
関
し
て
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
数
多
く
の
研
究
が
発
表

　
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
全
体
的
な
展
望
を
示
す
と
と
も
に
、
「
社
会
的
結
合
関

　
係
」
の
観
点
か
ら
絶
対
王
政
の
権
力
構
造
に
鋭
く
迫
っ
た
論
考
で
あ
る
二
宮
宏
之
「
フ
ラ
ン

　
ス
絶
対
王
政
の
統
治
構
造
」
（
吉
岡
昭
彦
・
成
瀬
治
編
『
近
代
国
家
形
成
の
諸
問
題
』
木
鐸

　
社
、
一
九
七
九
年
）
を
挙
げ
て
お
く
。
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